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中学 1・2 年生が国語の時間を使い、ビブリオバトル(書評合戦)に挑戦しました。 

 

本校では、毎年高 3 を除くすべての学年でビブリオバトルを行ってきました。ご存じの

通り、ビブリオバトルとは自分が読んで強く関心を持ち、「ぜひ他の人にも読んでもらいた

い本(推し本？)」をいかに上手に説得力をもってプレゼンテーションするかを競い合うも

のです。ただし発表の際にパワーポイントや配布資料は一切無し。おのれの語りとボディ

ランゲージだけでの勝負です。生徒の自己表現力を鍛えるためのとても良い機会になって

います。 

今年も他学年に先駆けて、中学 1・2 年生が期末テスト後、夏休みまでの期間を利用し

て、各 HR 教室での予選のあと学年決勝戦(7/20)を実施し、「推し本」の魅力を熱く語り

合いました。      

生徒は日頃毎朝 10 分間の「富読(とんどく)」で読書の習慣を身につける努力を重ねて

います。ゆえに「推し本」を見つけることはそう難しくはなかったようです。ただ大変な

のはその先……。読書レポートとして、「作者について」「この本を選んだ理由」「あらすじ」

「最初に呼んだ感想」「最も印象に残っている場面・言葉・作者の考え」「この本で学んだ

こと 考えさせられたこと」「どんな人にすすめたいか」などを考えて、しっかり書き出し

ます。そのあとで構想メモに、導入(30 秒～60 秒)、中盤(2 分～3 分)、まとめ(30 秒～

60 秒)の三段構成で、3 分間(予選②と決勝は 5 分間)、何を語るかを整理します。問題は

その次のステップです。そう、いかにメモに頼らずに語れるか？ よほどしっかり「推し

本」を読み込んで、語るべき内容を頭に入れておかないと、上手くは出来ません。 

予選の 1 回目は 4～6 人程度のグループに分かれ、全員が発表の機会を得て、競い合い

ます。この段階では、やはりメモを読み上げている生徒が多いように見受けられます。発

表の後、他の班員が評価をし、グループの中から選ばれた代表は、少し期間をあけた 2 回

目の予選でクラス代表決定戦に挑みます。今度は一人で教壇に立ち、みんなの前で語る。

ビブリオバトルの難しさを痛感するのが、この時です。なんとかメモを見ずに語ろうとす

るのですが、班代表の生徒でさえ一度話すのにつまずくと、しばらく言葉が出てこなかっ

たり、そのまま沈黙を保ったり……。しかしやはり一度経験をしている中 2 生は全体的に

上手にこなしていたように感じました。 

 

                         

 

2 回の予選で勝ち抜いた各学年 6 名ずつでしたが、7 月２０日の学年決勝(中 1 は 4 時

限目・中 2 は 3 時限目)のさいには、急遽他のバトラー(発表者)に交代するアクシデントも



ありました。それでも視聴覚室に学年の生徒がみんな集まり、校長先生や他の先生も見守

る中、ビブリオバトルが一生懸命に繰り広げられました。投票のあと、両学年とも校長先

生の温かい励ましを込めた講評をいただき、22 日の終業式にて結果発表と表彰(各学年三

位まで)が行われました。 

中１は高校卒業まであと 4 回、中 2 は 3 回、この行事を経験する予定です。そして確

実に言えることですが、回を重ねるごとに必ず上達します。目に見えて進歩します。経験

が成長を促すことを、ビブリオバトルは実感させてくれるのです。 

 

最後に、代表生徒がどんな本を「推し本」にし、どの本がチャンプ本(最も読みたいと思

わせた本)になったのか、以下に紹介します。 

 

中 1 チャンプ本「旅猫リポート」(有川浩)  

2 位「世にも奇妙な商品カタログ」(地図十行路)  

3 位「あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら。」(汐見夏衛) 

中 2 チャンプ本「セレンディップの三人の王子たち」(竹内慶夫 編・訳)  

2 位「早朝始発の殺風景」(青崎有吾)  

3 位「満月の夜に君を見つける」(冬野夜空) 

 

 

 

 

 

 

 


